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校長 加 藤 和 彦
３月９日（木）、３４名の男鹿南中学校第３１期生が卒

業証書を手に、それぞれの進路に向かって羽ばたきました。
菅原広二市長、三浦良忠教育委員をはじめとするご来賓の方々よりご出席いただき、保護者、在校生、教職
員が見守る中、卒業生一人一人に卒業証書を授与することができました。
近藤麻凛さん、目黒愛姫さんの二人による卒業生代表答辞では「私たちの学校生活は新型コロナウイルス

の影響で制限されることが多く、時には苦しい思いもしましたが、クラスメイトや後輩、先生方でアイデア
を出し合うことにより、その苦しさを吹き飛ばすほどの、楽しい時を過ごすことができました。また、創立
３０周年を迎え、男鹿北中と統合し、新しいスタートとなった記念すべき年に、最上級生でいられたこと、
共に笑い合える仲間が増えたことに感謝しています。これからは、在校生の皆さんが男鹿南中の顔となって、
私たち以上に盛り上げていくことを信じています」と後輩を激励。また、在校生代表の石川友徠さんは「南
中の３年生としてどうあるべきかを教えてくれた先輩方に感謝しています。先輩方から学んだ、明るく前向
きな姿勢や、優しい励ましの言葉などを思い出し、たくさんの人を支え、先輩方に負けないような最上級生
になれるよう努力していきます」と述べました。
卒業式の最後は「卒業の歌」として全校合唱と卒業生による合唱でした。今年の全校合唱は「旅立ちの日

に」、卒業生合唱は「旅立ちの日に…」でした。卒業生は、自分たちで選んだ合唱曲を限られた時間の中で
練習を重ねてきました。当日、披露した卒業生全員が万感の思いで歌う合唱曲「旅立ちの日に…」は、私た
ちの心にずしりと響くものがありました。これまで共に過ごしてきた友との多くの思い出を胸に、新たなる
ステージに歩みを進めた卒業生へ心からエールを贈りたいと思います。

大変、お世話になりました！
この三月末をもちまして、本校を最後に定年退職となります。前身校を含め

１８年の永きにわたる在職時は、保護者、そして地域の皆様方、また多くの教

え子たちに支えられてのものであり、このように無事定年を迎えることができ

ましたことに感謝の気持ちで一杯であります。有り難うございました。(加藤)
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はばたけ！ 第３１期生 ３４名！


